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　　人臼の動き

一12月1日現在一
男　　4，324（｛2）

女　　4，398（心3）

計　　　8，722（『5）

世帯数2，250（一1）

　（）は前月比較

雄
懲
・

　
　
　
（

うれしいな、ボクももうすぐ1年生
圃休日救急医
12月11曜膨稲（高原田）費68－2・34

　18日中条病院（中条）魯57－3018
　23日富田医院（神明町）魯52－3269
　25日池田医院（本町西）費52－2581

　29日大熊内科医院（山本1）台52－7066

　30日山口医院（下条）魯55－2003
　31日山口医院（袋町中）a52－2174
1月1日至誠堂医院（西浦東）a52－3276

2日庭野医院（寿町4〉a52－2711
3日大島医院（川原町）費52－2957

8日第二藤巻医院（上野）a68－2018

15日中条病院（中条）魯57－3018



焦
〃

う

　
十
一
月
十
四
日
、
第
七
回
川
西
町

議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会

期
は
一
日
間
で
、
専
決
処
分
し
た
事

件
（
平
成
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
）
が
承
認
さ
れ
、
平
成
六
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
と

集
落
下
水
8
6
号
線
水
管
橋
上
部
製
作

架
設
工
事
の
請
負
契
約
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
次
い
で
、
町
教
育
委
員
に
児
玉
達

雄
さ
ん
（
学
校
町
六
十
五
歳
）
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
に
よ
り
、
一
般
会
計

は
一
億
三
七
二
万
六
千
円
増
額
の

五
八
億
九
六
一
九
万
円
と
な
り
、
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
三
百
万
円

増
額
の
二
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
も
の
は
、
温
泉
井
購
入

に
係
る
費
用
で
す
。

1日川西幼稚園脇の
さく井現場

5（年度）

老人1人当りの医療費

70歳以上（寝たきりなどのお年寄り
は65歳以上）の方は、老人保健法によ
り医療が受けられます。
　別表のように、老人医療費は毎年増
え続けています。また、川西町の人口
は減り続け、老人数は上昇しています。
　医療費は、みんなの税金や保険料に
よってまかなわれていますので、健康
に注意して大切に使いましょう。

新潟県　□川西町

元 2 3 4 5
一　人　口 9124　，

8，946 8，873 8，765 8，707

お年寄りの医療は

　　　　で！

（3月末現在数）
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老人医療受給者数
　　（3月末現在数）

5（年度）432

3

川西町の人ロ
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元　　　2　　3　　4　　5（年度）
2 3 4 5

元 2 3 4 5 騒新潟県 486，504 512，047 538，881 559，211

一対象者数 1，166 1，217 1，276 1，323 1，363 國川西町 449，853 498，132 542，102 581，269

5（年度）432元

天1，500
）
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こんな事業どうですか◆ノ
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か
わ
に
し
2
1
委
員
会
は
、
町
政
に
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
若
い
方
々
か
ら
自
由
な
発
想
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
る
意
見
や
提
案
を
願
お
う
と
、
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
五
年
度
に
組
織
し
た
も
の
で
す
。
6

メ
ン
バ
ー
は
、
二
十
歳
代
か
ら
四
十

歳
代
前
半
ま
で
の
十
人
（
男
六
人
、

女
四
人
）
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
主
に
、
昨
年
度
同
委
員

会
が
提
案
し
、
本
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
事
業
の
審
査
や
、
群
馬
県
新

治
村
（
手
づ
く
り
体
験
施
設
「
た
く

み
の
里
づ
く
町
事
業
」
）
、
岩
船
郡
関
川

村
（
集
落
活
性
化
推
進
事
業
ー
む
ら

づ
く
り
54
作
戦
）
な
ど
県
内
外
六
市

町
村
に
出
掛
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

展
開
を
視
察
し
研
修
を
深
め
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
え
、
平
成
七
年

度
の
事
業
案
と
し
て
十
七
件
を
町
長

に
提
案
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
二
件

を
紹
介
し
ま
す
。

長
野
県
池
田
町
で
「
町
立

図
書
館
」
を
視
察



★
木
と
草
の
文
化
保
存
再
生
協
会

　
「
仙
田
名
人
村
」
設
立
事
業

◎
提
案
趣
旨

　
か
や
ぶ
き
、
わ
ら
細
工
の
技
術
を

お
持
ち
の
方
及
び
素
材
と
な
る
資
源

が
多
く
あ
る
仙
田
地
域
に
、
こ
れ
ら

を
活
か
し
た
事
業
組
織
を
設
立
し
、

伝
統
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
新
し
い

地
域
産
業
を
創
造
す
る
。

◎
内
容

　
○
か
や
ぶ
き
文
化
保
存
再
生
事
業

　
　
か
や
ぶ
き
職
人
組
織
と
か
や
場

　
　
の
設
置
。

　
○
草
木
工
房
運
営
事
業

　
　
し
め
縄
、
ア
ン
ギ
ン
、
つ
る
工

　
　
芸
品
等
の
製
作
販
売
。

　
○
草
木
食
房
運
営
事
業

　
　
仙
田
郷
の
食
文
化
を
体
験
す
る

　
　
交
流
・
民
泊
事
実
を
実
施
し
、

　
　
将
来
の
施
設
整
備
に
備
え
て
ノ

灘
癖
譲

灘矯

岩
船
郡
関
川
村
の

「
か
じ
か
の
里
」
を
視
察

、
P
翼

難

　
　
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
。

◎
期
待
で
き
る
効
果

　
●
伝
統
技
術
を
活
か
し
、
付
加
価

　
　
値
を
加
え
て
新
し
い
産
業
を
起

　
　
こ
す
。

★
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
h

　
＋
日
町
広
域
圏

◎
提
案
趣
旨

　
川
西
町
、
十
日
町
市
、
中
里
村
、

津
南
町
、
松
代
町
、
松
之
山
町
の
人

達
が
一
緒
に
な
っ
て
、
自
分
達
の
地

域
に
つ
い
て
考
え
、
提
案
し
合
う
。

◎
内
容

　
●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

　
●
グ
ル
ー
プ
討
議
（
各
市
町
村
五

　
　
＋
人
参
加
）
。

　
●
地
域
づ
く
り
識
者
の
講
演
。

　
●
酒
自
慢
、
料
理
自
慢
の
大
交
流

　
　
会
な
ど
。

◎
期
待
で
き
る
効
果

　
●
自
分
達
の
地
域
を
広
域
と
し
て

　
　
と
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。

　
●
参
加
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

　
　
り
に
な
る
。

　
な
お
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
会
　
長
　
星
名
隆
之
（
霜
条
）

　
副
会
長
長
谷
川
東
（
赤
谷
）

　
委
員
星
名
藤
一
（
伊
友
）

　
横
山
貴
代
子
（
朝
日
町
）
渡
貫
文

　
人
（
上
野
）
星
名
尚
美
（
上
野
）

　
山
田
　
努
（
仁
田
）
戸
田
真
理
子

　
（
仁
田
）
高
橋
雅
明
（
中
仙
田
）

　
金
子
正
枝
（
岩
瀬
）

税
に
関
す
る
作
文
紹
介

税
に
つ
い
て

　
　
川
西
中
学
校
三
年
　
山
田
清
香

「
ね
ー
。
体
育
館
、
卒
業
式
ま
で
に

間
に
合
う
の
か
な
あ
。
」

　
最
近
、
友
達
と
の
会
話
の
中
で
よ

く
出
る
話
題
だ
．

「
早
く
作
っ
て
ほ
し
い
よ
ね
え
。
」

　
な
ど
と
軽
々
し
く
言
っ
て
い
た
が
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
一
つ
の
体
育

館
を
作
る
と
言
っ
て
も
本
当
に
大
変

な
こ
と
。
そ
れ
と
多
額
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
。
そ
の
費
用
の
ほ
と
ん
ど

が
『
税
金
』
だ
そ
う
だ
。

　
私
は
前
ま
で
、
税
金
と
い
う
も
の

に
あ
ま
り
良
い
印
象
を
も
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
税
金
と
い

う
の
は
、
私
達
の
各
家
庭
か
ら
少
し

ず
つ
お
金
を
集
め
た
も
の
だ
か
ら
だ
。

そ
の
時
の
私
の
考
え
は
、
　
「
な
ん
で

わ
ざ
わ
ざ
私
達
か
ら
お
金
を
集
め
る

の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
税

金
用
の
お
金
を
た
く
さ
ん
作
れ
ば
い

い
の
に
。
」

　
な
ど
と
、
税
金
に
つ
い
て
何
も
し

ら
な
か
っ
た
私
は
こ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
た
の
だ
っ
た
。
今
、
思
っ
て

み
る
と
、
税
金
は
私
達
の
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。

　
今
、
気
が
つ
い
て
あ
た
り
を
見
ま

わ
せ
ば
、
税
金
で
作
ら
れ
た
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
体
育
館
は
も
ち
ろ

ん
、
毎
日
私
達
が
通
っ
て
い
る
道
路
。

川
を
渡
る
時
も
便
利
な
橋
や
信
号
機

な
ど
、
と
て
も
た
く
さ
ん
の
も
の
に

税
金
は
使
わ
れ
て
い
る
。
で
も
、
税

金
で
作
ら
れ
た
も
の
は
ど
れ
を
と
つ

て
も
、
私
達
の
生
活
で
と
っ
て
も
役

立
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　
時
々
公
共
物
を
は
そ
ん
す
る
人
が

い
る
。
公
園
の
ト
イ
レ
な
ど
汚
す
人

が
い
る
。
公
共
物
を
こ
わ
す
と
い
う

こ
と
は
、
み
ん
な
の
税
金
を
ム
ダ
に

す
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
自
ら
、

お
金
を
捨
て
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

ト
イ
レ
も
、
一
人
一
人
が
も
っ
と
気

を
使
い
な
が
ら
使
用
し
て
れ
ば
、
こ

ん
な
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ト
イ

レ
が
汚
い
と
入
る
気
が
し
な
く
な
る
。

そ
ん
な
こ
と
で
は
な
く
、
み
ん
な
の

も
の
だ
か
ら
、
町
の
人
誰
も
が
自
然

に
き
が
ね
な
く
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
。
そ
う
し
な
い
と

　
　
　
　
　
’

本
当
に
住
み
よ
い
町
と
言
え
な
い
か

ら
だ
。

　
町
の
人
一
人
一
人
が
「
大
切
に
す

る
心
」
を
持
つ
こ
と
が
、
ま
ず
第
一

歩
目
だ
と
思
う
。

　
今
、
少
し
ず
つ
体
育
館
が
造
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
休
み
の

間
、
だ
い
ぶ
で
き
あ
が
っ
た
と
思
う
。

私
は
税
金
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
少

し
か
わ
っ
た
し
、
税
の
こ
と
が
な
ん

と
な
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
国
全
体
と
し
て
、

税
金
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
．

霧鰯　構
闘灘：㈱撚騰燗ll藁謳

こ
の
体
育
館
の
建
設
に
も
多
く
の

税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

い
よ
い
よ
降
雪
期
、

ス
リ
ッ
プ
事
故
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

ブ
レ
ー
キ
は
早
め
に
、

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
〃

⑬6．12．10



ス
ポ
少
1
1

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者

と
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
指
導
に
あ
た

っ
て
い
る
十
一
人
の
方
に
、
県
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
団
が
顕
彰
事

業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
指
導
歴
十
年
以
上
が
基
準
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
．
（
敬
称
略
）

○
剣
道

　
高
橋
正
司
（
木
島
）
羽
鳥
　
彰

　
（
伊
友
）
沢
口
則
雄
（
下
平
新
田
） 人

に
表
彰
状

臼
井
晃
（
寺
尾
）

○
卓
球

村
越
繁
正
（
野
口
）

の
モ
　
　
　

講
晒
醸
．
漸
通
離

野
田
）

○
橘
野
球

根
津
新
一
郎
（
原
田
）

　
（
仁
田
）
小
幡
正
晴

＿太
山田

（
鱒
夫

大
盛
況
！
自
倉
自
慢
会

　
十
一
月
三
日
、
旧
臼
倉
小
学
校
を

会
場
に
第
八
回
臼
倉
自
慢
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
地
域
の
活
性
化
を
目

的
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
数
を
重

ね
る
ご
と
に
口
込
み
で
広
が
り
、
今

で
は
こ
の
地
区
の
秋
の
名
物
行
事
と

し
て
定
着
し
、
町
内
は
も
と
よ
り
他

市
町
村
か
ら
も
大
勢
詰
め
か
け
ま
し

た
。
体
育
館
の
中
は
、
新
鮮
な
野
菜

や
特
産
の
し
め
縄
な
ど
を
買
い
求
め

る
人
で
熱
気
ム
ン
ム
ン
。
早
々
に
売

り
切
れ
と
な
っ
た
物
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

白
菜
や
ネ
ギ
な
ど
の
野
菜
の
外
、

川
エ
ビ
な
ど
も
出
品
さ
れ
ま
し
た

6．12．10⑳

マ
リ
ン
バ
を
B
G
M
に
町
民
文
化
祭

　
十
一
月
五
日
～
六
日
に
か
け
て
は

町
民
文
化
祭
行
事
と
し
て
、
総
合
体

育
館
で
町
美
術
協
会
の
美
術
展
、
公

民
館
の
作
品
展
、
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
か

わ
に
し
の
イ
ベ
ン
ト
ビ
デ
オ
上
映
会

が
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
コ
ン
サ
ー

ト
協
会
の
ゆ
ー
ゆ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
千
手
小
学
校
で
は
、
県
民

文
化
週
間
事
業
の
「
講
演
と
室
内
楽

の
つ
ど
い
」
も
催
さ
れ
、
俵
萌
子
さ

ん
の
講
演
と
イ
ー
ス
ト
リ
ア
に
よ
る

マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
に
、

多
く
の
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

マ
リ
ン
バ
が
お
と
ぎ
話
を
奏
で
ま
し
た

　
　
十
一
月
二
十
日
、
町
道
寺
尾
千
手

城
跡
線
の
幹
線
附
近
か
ら
モ
ト
ク
ロ

　
ス
場
ま
で
の
間
を
利
用
し
、
ロ
ー
ラ

ー
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
の
小
学
生
八
人
、

中
学
生
十
五
人
の
ほ
か
、
妙
高
中
学

校
か
ら
十
一
人
が
参
加
し
、
急
な
傾

斜
と
カ
ー
ブ
の
連
続
す
る
林
間
コ
ー

　
ス
を
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
と
ス
ト
ッ

ク
を
駆
使
し
て
登
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

◆
小
学
生
女
子
の
部
　
一
、
O
棲

こ 雀森套壷陽客董套糞蜜羅±・口
響盤秒±益夫礁旦　1
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大
好
き
夏
ま
つ
り
鴨
②
陣

　
十
一
月
三
日
、
信
濃
川
河
川
敷
を
　
　
な
ど
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。
今
や
妻
有

会
場
に
”
大
好
き
夏
ま
つ
り
・
秋
の
　
　
の
名
物
レ
ー
ス
と
な
っ
た
仮
装
人
間

陣
”
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
孫
左
衛
門
橋
の
竣
工
と

十
日
町
市
政
四
十
周
年
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
大
勢
の
町
・
市

民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
、
究
極
の
美
食
コ
ン
テ

ス
ト
・
ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト
・
城
戸
真

亜
子
の
絵
を
配
し
て
の
茶
会
・
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ア
ー
ト
・
子
供
宝
さ
が
し

川
原
で
野
点
ま
ず
一
服

秋
の
花
火
も
ま
た
格
別

バ
ン
馬
に
は
、
十
一
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
思
い
思
い
の
扮
装
で
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
日
没
後
は
、
妻
有
大
橋
に
設
け
ら

れ
た
三
九
九
メ
ー
ト
ル
の
ナ
イ
ア
ガ

ラ
や
こ
の
地
方
で
初
め
て
の
二
尺
玉

な
ど
が
、
澄
み
き
っ
た
夜
空
に
大
輪

の
花
を
咲
か
せ
、
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ

ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

　
糊

鑛鎌
簾

妻有の名物レースとして定着　ご存知「人間バン馬」

　
　
　
　
町
②
囲
国
窃
⑳
邑
れ

目
指
す
は
感
動
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
　
　
祝
地
域
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
賞
受
賞

十
回
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
十
日

町
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
校
の
文
化
祭
行
事
の

一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

本
年
は
体
育
館
が
改
築
工
事
の
た
め
、

会
場
を
移
し
て
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
各
ク
ラ

ス
が
、
練
習
の
成
果
を
美
し
い
旋
律

に
乗
せ
、
ク
ラ
ス
の
和
を
ハ
ー
モ
ニ

ー
に
変
え
て
競
演
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　鰻　　　　　　　　　　　翻　　　　　稀　　　欝　　麟1謹灘　　　　　　　　　鱗

　　　　　　　　　蒜　　　　　　　　　鰹

　　　　　　　饗　　　　　　、灘三
年
二
組
に
よ
る
「
山
の
い
ぶ
き
」

地
域
を
照
ら
せ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
十
二
月
一
日
、
仙
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
脇
で
、
中
仙
田
百
円
会

（
南
雲
弘
会
長
、
会
員
五
十
五
人
）
に

よ
る
大
ッ
リ
ー
の
点
灯
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
会
が
昨
年
か
ら
始
め

た
事
業
に
町
の
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
支
援
事
業
を
取
り
入
れ
た
も

の
で
、
高
さ
約
三
十
材
の
メ
タ
セ
コ

イ
ヤ
の
木
に
約
二
千
個
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ツ
リ
ー
は
、
二
十
四
日
ま
で
の
午

後
五
時
か
ら
十
二
時
ま
で
点
灯
さ
れ
、

幻
想
的
に
夜
を
照
ら
し
な
が
ら
、
近

づ
く
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

場
管
理
組
合
（
小
林
正
夫
組
合
長
）

の
「
地
域
活
性
化
大
賞
受
賞
祝
賀
会
」

が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
地
域
活
性
化
の
た
め

に
、
川
西
雪
ま
つ
り
を
は
じ
め
各
種

事
業
を
諸
団
体
と
協
力
し
て
展
開
し

て
き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
新

潟
県
異
業
種
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

去
る
四
月
に
表
彰
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。

式
典
に
は
、
組
合
員
の
ほ
か
町
・

議
会
・
商
工
会
・
ス
キ
ー
や
モ
ト
ク

ロ
ス
の
関
係
者
な
ど
約
八
十
人
が
参

加
し
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
席
上
、
同
組
合
よ
り

大
賞
賞
金
の
う
ち
か
ら
、
ス
キ
ー
場

建
設
資
金
に
五
十
万
円
、
川
西
雪
ま

つ
り
嚢
に
＋
万
円
が
、
嚢
の
推

進
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
町
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

牙

　小林組合長（左）から町長に
　手渡されました
⑤6．12．10



　12月1日、総合センターで町除雪協力会総会が行われ、今冬灘灘

の除雪計画が決まりました。

　計画では、町道の1・2種除雪路線を合わせて160路線、71．

29堵となっています。これは、町道の約3割にあたり、昨年より

1．62蝦増加したことになります。

　近年、降雪は少雪傾向にありますが、道路除雪となりますと昼

塞灘麟縷寺欝溜論繍茎『蟹灘難継嚢製1、
　なお、流雪溝等に雪を入れる投雪口（フタ）は、使用しない間は繊鰹麟繕灘織瀧灘灘馨

　　　　　　　　・　　　　かならず閉めておいてください。

　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　す。ご注意ください。

　　　　　　
構灘　　　騨購雛
　　餐

　また、町道山野田下平線のうち、古峰神社を経過する路線については、孫左

衛門橋たもとの合流点附近で一部除雪をしませんので通り抜けできなくなりま
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〔天候の予想〕

　　　　12月　冬型の気圧配置は長続きせず、気温の高い日が多いでしょう。

　　　　1月　冬型の気圧配置は長続きせず、気温の高い日が多いでしょう。

　　　　2月　時々冬型の気圧配置となって、曇りや雪の日が多いでしょう。

小白倉

おおよそのイメージ
高い

気
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低い

12　　月 2　　月

冬型長続きしない 時々冬型

気温の高い日が多い
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千
手
村
の
学
校
間
題
⑥

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

高
橋
村
長
が
職
を
屠
す

　
昭
和
四
年
二
月
十
日
の
「
十
日
町

新
聞
」
は
、
　
「
職
を
屠
し
て
も
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ト
ぴ
い
ト
ひ

移
転
を
断
行
、
千
手
村
長
愈
々
大
決

心
、
観
音
争
ひ
か
ら
の
悪
感
情
」
と

題
し
て
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
多
年
懸
案
中
の
本
郡
千
手
村
学
校

間
題
は
い
よ
い
よ
急
迫
し
、
す
で
に

職
員
室
も
教
室
に
充
当
し
て
お
く
程

　
ン
し
う
　
ス
ソ

の
慮
へ
四
年
度
か
ら
ま
た
一
学
級
増

加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
高
橋
村
長

は
本
月
末
の
通
常
村
会
に
中
野
村
と

の
合
併
の
覚
書
に
基
づ
き
学
校
移
転

改
築
を
発
案
す
る
と
い
う
が
、
こ
れ

が
財
源
は
旧
中
野
村
持
参
の
積
立
金

約
一
万
円
敷
地
買
収
積
立
金
六
千
円

の
外
に
学
校
並
に
村
の
基
本
金
三
万

円
あ
り
こ
れ
を
繰
入
れ
れ
ば
仮
設
計

に
よ
る
総
工
費
四
万
五
千
円
に
は
一

万
余
円
の
不
足
で
し
か
な
く
、
さ
し

た
困
難
は
な
い
が
移
転
の
結
果
遠
距

離
に
な
る
南
端
部
で
中
野
村
と
の
合

併
の
条
件
を
裏
切
っ
て
反
対
す
る
も

　
　
　
か
た
が
た

の
あ
り
、
労
明
治
中
葉
の
観
音
争
奪

　
　
　
　
　
　
　
こ
ん

等
旧
来
の
悪
感
情
も
混
清
し
居
る
も
、

高
橋
村
長
は
職
を
屠
し
て
も
断
行
す

る
と
い
っ
て
お
り
、
成
行
が
注
目
さ

れ
る
。

議
員
五
人
辞
職
で
混
乱

　
高
橋
増
三
郎
村
長
（
坪
山
）
が
両

地
区
の
中
央
に
新
校
舎
を
建
築
す
る

腹
を
固
め
る
と
、
こ
れ
ま
で
平
穏
だ

っ
た
村
が
賛
否
両
論
に
分
か
れ
て
険

悪
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
っ
た
。
村

会
の
勢
力
分
野
は
移
転
新
築
に
賛
成

の
議
員
が
七
人
で
、
反
対
の
五
人
は

異
論
を
唱
え
て
も
勝
て
な
い
の
で
地

元
の
意
向
を
代
弁
で
き
な
い
か
ら
と
、

小
野
塚
長
八
郎
（
水
口
沢
）
、
数
藤

慶
蔵
（
沖
立
）
、
田
辺
善
三
郎
（
上

新
井
）
、
星
名
甚
十
郎
（
沖
立
）
、

太
田
寿
太
（
水
口
沢
）
の
五
議
員
が

二
月
二
士
二
日
に
高
橋
村
長
に
辞
表

を
提
出
し
た
。
地
元
の
消
防
組
も
全

員
が
五
人
の
行
動
を
支
持
し
て
辞
職

し
、
防
災
や
治
安
が
憂
慮
さ
れ
る
事

態
に
な
り
、
学
校
の
移
転
、
改
築
問

題
は
大
き
な
火
の
手
を
あ
げ
て
燃
え

さ
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
ん
な
あ
る
日
、
千
手
校
と
中
野

校
の
統
合
に
反
対
す
る
中
央
町
以
南

の
村
民
四
十
名
が
役
場
へ
押
し
か
け
、

高
橋
村
長
に
直
談
判
し
て
移
転
新
築

を
中
止
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
警
察

当
局
は
こ
れ
を
不
穏
当
な
行
動
で
あ

る
と
し
て
鎮
圧
し
た
。
こ
れ
に
従
う

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
反
対
派
は
、

大
渓
昇
ほ
か
数
名
の
交
渉
委
員
を
あ

げ
て
断
固
反
対
を
申
し
入
れ
た
が
、

高
橋
村
長
は
反
対
派
の
代
表
に
満
足

す
る
回
答
を
あ
た
え
な
か
っ
た
。
こ

の
た
め
談
判
は
険
悪
に
な
っ
た
が
、

丸
山
春
吉
助
役
（
中
屋
敷
）
が
中
に

入
っ
て
交
渉
し
、
た
び
た
び
会
見
し

た
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

覚
書
の
破
棄
を
ね
ら
う

　
議
員
が
五
人
も
欠
け
た
こ
と
で
、

村
は
三
か
月
以
内
に
補
欠
選
挙
を
執

行
す
る
破
目
に
な
っ
た
が
、
辞
職
し

た
議
員
の
地
元
は
移
転
に
絶
対
反
対

を
唱
え
て
後
任
の
議
員
を
出
さ
な
い

ぞ
と
気
勢
を
あ
げ
た
。
こ
・
つ
な
る
と
、

合
併
時
の
覚
書
で
千
手
か
ら
七
名
の

議
員
を
出
す
約
束
に
な
っ
て
い
る
村

当
局
は
、
補
欠
選
挙
が
で
き
な
い
で

静
観
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
旧
千
手
側

の
一
部
が
豹
変
し
て
後
任
の
議
員
選

出
に
同
意
し
た
。
こ
の
動
き
は
、
合

併
時
に
協
定
し
た
議
員
定
数
（
旧
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
り
　

手
七
、
旧
中
野
五
）
を
反
故
に
す
れ

ば
、
統
合
校
を
五
年
以
内
に
移
転
新

築
す
る
取
り
決
め
の
覚
書
も
無
効
に

で
き
る
、
そ
う
す
る
た
め
に
、
中
野

側
か
ら
五
名
以
上
の
議
員
を
出
そ
う

　
は
か

と
謀
る
も
の
で
あ
っ
た
。
千
手
は
、

中
野
側
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
議
員

を
出
そ
う
と
水
面
下
で
動
き
ま
わ
り
、

自
羽
の
矢
を
立
て
ら
れ
た
中
野
の
候

補
者
た
ち
は
驚
い
て
辞
退
し
た
。
い

っ
ぽ
う
、
議
員
は
や
は
り
千
手
側
か

ら
出
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
動
く
者

も
あ
っ
て
、
前
代
未
聞
の
補
欠
選
挙

が
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
辞
職
し
た
議
員
の
再
出
馬
や
、
旧

中
野
側
の
候
補
者
を
合
わ
せ
る
と
、

昭
和
四
年
五
月
十
四
日
執
行
の
補
欠

零華に

立
候
補
し
た
（
さ
せ
ら
れ
た
）

人
士
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
喜
多
延
治
（
東
善
寺
）
、
阿
部
惣

蔵
（
不
詳
）
、
小
野
塚
長
八
郎
（
水

口
沢
）
、
小
海
定
治
（
水
口
沢
）
、

清
水
甚
二
（
中
屋
敷
）
、
中
村
甚
平

（
坪
山
）
、
高
橋
九
重
郎
（
友
重
）
、

中
村
壮
吉
（
坪
山
）
、
南
雲
政
治

（
水
口
沢
）
、
星
名
寅
吉
（
霜
条
）
、

丸
山
文
平
（
中
屋
敷
）
、
丸
山
一
蔵

（
不
詳
）
、
宮
雄
策
（
山
野
田
）
、

山
村
大
法
（
寺
尾
）
、
渡
辺
○
蔵

（
不
詳
）
、
渡
辺
新
六
（
鶴
吉
）
、

高
橋
喜
三
郎
（
水
口
沢
）

落
選
運
動
し
た
候
補
者

　
自
分
か
ら
名
乗
り
を
上
げ
た
候
補

者
は
一
人
も
無
く
、
本
人
に
無
断
で

他
人
の
印
鑑
を
押
し
た
推
せ
ん
形
式

の
立
候
補
屈
出
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ

れ
を
知
っ
た
候
補
者
が
あ
わ
て
て
辞

退
す
る
騒
ぎ
も
五
件
あ
っ
て
、
結
局

七
名
超
過
の
十
二
人
が
落
選
を
争
う

奇
妙
な
選
挙
に
な
っ
た
。
告
示
が
締

切
ら
れ
た
あ
と
で
候
補
者
に
な
っ
て

い
る
事
実
を
知
っ
た
オ
ト
ト
が
、

「
オ
レ
に
投
票
し
な
い
で
く
れ
」
と
戸

別
訪
問
し
て
歩
く
落
選
運
動
が
投
票

日
の
前
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

　
旧
千
手
側
の
手
で
立
候
補
さ
せ
ら

れ
て
い
た
、
中
村
壮
吉
初
代
川
西
町

長
が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
オ
レ
も
候
補
者
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
、
当
選
し
な
い
よ
う
に

あ
わ
て
て
落
選
運
動
を
し
て
歩
い
た
。

栄
行
寺
の
大
渓
彰
尊
師
に
、
「
農
村

の
中
堅
と
し
て
将
来
の
村
を
背
負
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
前
が

そ
ん
な
引
込
み
思
案
な
こ
と
で
ど
う

す
る
」
と
気
合
い
を
い
れ
ら
れ
た
が

村
中
が
学
校
間
題
で
大
も
め
し
て
い

る
さ
な
か
に
、
村
会
議
員
に
な
っ
て

騒
ぎ
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
が
嫌
だ
っ

た
。
当
時
の
お
寺
様
は
特
権
階
級
と

い
う
か
、
住
民
の
尊
敬
を
一
身
に
集

め
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
発
言
力
も
強

か
っ
た
が
、
こ
の
と
き
だ
け
は
い
う

こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た
。

統
合
校
の
建
設
予
定
地

　
　
　
　
（
現
在
の
木
島
川
南
）
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分
館
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し
た

　
上
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
・

橘高

齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

i
．
仙
田
克
雪
セ
ン
タ
ー
の
各
公
民

館
分
館
図
書
を
全
部
入
れ
替
え
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
各

分
館
と
も
鍵
が
開
い
て
い
る
時
は
、

備
え
付
け
の
貸
出
簿
に
記
入
す
る
だ

け
で
自
由
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

上
野
コ
、
、
、
セ
ン
は
調
理
室
に
、
橘
コ

、
、
、
セ
ン
は
二
階
小
集
会
室
に
、
仙
田

墓ヨ

セ
ン
タ
ー
は
二
階
大
会
議
室
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。
管
理
者
に
「
図

書
を
借
り
に
来
ま
し
た
凶
と
一
声
か

け
て
か
ら
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
の
ぞ
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。

◇
寄
贈
図
書
の
紹
介

　
上
野
の
松
沢
真
代
さ
ん
か
ら
、
八

十
余
冊
の
本
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
渡
辺
淳
一
・
平
岩
弓
枝
・
遠
藤

周
作
等
々
の
小
説
が
大
部
分
で
す
が
、

異
色
の
本
二
冊
を
紹
介
し
ま
す
。

○
素
直
な
心
に
な
る
た
め
に

　
　
P
H
P
研
究
所
　
松
下
幸
之
助

　
素
直
な
心
と
は
寛
容
に
し
て
謙
虚

な
見
方
の
で
き
る
心
で
あ
る
。
人
間

本
来
の
素
直
な
心
に
目
ざ
め
よ
う
！

と
、
著
者
自
身
の
心
に
呼
び
か
け
た

座
右
の
銘
と
い
う
べ
き
書
で
あ
る
。

○
遠
い
「
山
び
こ
」
　
　
文
芸
春
秋

　
　
　
無
着
成
恭
と
教
え
子
た
ち
の

四
＋
年
　
　
　
　
　
佐
野
真
一

　
「
山
び
こ
学
校
」
に
登
場
し
た
四

三
人
の
子
ど
も
た
ち
の
「
そ
の
後
」

を
追
跡
し
た
ル
ポ
。
戦
後
の
底
流
に

生
き
た
人
々
の
姿
が
刻
印
さ
れ
て
い

る
。ム

ラ
言
葉
そ
の
7

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
小
海
正
太
郎

（
小
根
岸
）
さ
ん
の
発
刊
さ
れ
た
、

ふ
る
さ
と
言
葉
改
訂
版
「
中
魚
沼
の

ム
ラ
言
葉
抜
粋
五
千
字
」
よ
り
、
ご

く
一
部
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

や
が
く
（
騒
ぐ
）

や
き
も
き
し
る
（
気
持
ち
の
急
ぐ
様

子
）や

た
ら
（
度
々
）

両
の
手
を
重
ね
太
り
し
手
芋
掘
る

長
芋
の
紆
蝕
曲
折
の
掘
ら
れ
け
り

ど
こ
ま
で
も
空
の
青
さ
や
落
葉
焚
く

　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
寛
平

赤
と
ん
ぼ
石
の
ぬ
く
み
に
む
ら
が
り
て

山
茶
花
の
つ
ぼ
み
数
多
や
冬
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

初
猟
の
音
に
明
け
た
る
信
濃
川

そ
ば
落
と
す
少
き
日
和
浴
び
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

殉繕合う

て
店
の
福
笑
む
酉
の
市

　
し

続
飯
練
り
仕
上
げ
し
桶
の
柚
子
湯
か
な

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

桶
の
水
な
め
て
茎
漬
塩
加
減

静
も
れ
る
大
冬
田
原
一
人
行
く

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

初
霜
の
あ
り
と
日
記
に
記
し
け
り

雪
囲
い
老
い
の
分
担
終
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

留
守
に
来
し
客
の
メ
モ
あ
る
時
雨
か
な

荷
を
と
け
ば
大
き
な
冬
至
南
瓜
か
な

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

小
わ
ビ

　
　
　
璽
贋

高
崎
正
風
選

意
善

　　一　　　　　（敬称略）
広報発行に

山賀規司（十日町市）　1万円

社会福祉に

西野美枝（練馬区）　　1万円

カーブミラー8基新潟川西農協

掃
き
終
え
し
庭
に
落
葉
の
舞
い
お
り
ぬ

晴
れ
わ
た
る
初
冠
雪
の
山
清
し

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

一
軒
の
茶
屋
に
昼
餉
や
紅
葉
狩
り

冷
え
る
夜
の
娘
と
分
け
合
え
る
玉
子
酒

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

豊
作
に
し
て
小
粒
な
る
銀
杏
か
な

水
逃
げ
し
桶
整
う
て
茎
漬
け
る

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

狂
い
咲
く
庭
の
さ
く
ら
に
仔
ち
つ
く
す

茎
漬
の
大
き
な
石
を
持
た
せ
ら
る

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

よ
き
日
和
は
じ
け
こ
ぼ
る
・
小
豆
も
ぐ

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

村
十
戸
三
戸
残
し
て
時
雨
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

老
夫
婦
な
り
し
遍
路
の
岬
行
く

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

一
と
時
の
落
葉
吹
雪
の
中
に
を
り

　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山
　
向
山

し
ば
ら
く
は
蝶
を
遊
ば
せ
庭
の
菊

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

惇
み
し
手
に
ほ
か
ほ
か
の
さ
つ
ま
い
も

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

木
枯
ら
し
の
西
へ
返
せ
ば
雪
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

遠
山
の
雪
化
粧
せ
り
今
朝
の
晴

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

応
援
歌
こ
・
ま
で
届
く
菊
日
和

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生
m

残
菊
の
束
ね
し
ま
ま
に
倒
れ
お
り
　
　
　
拡

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

団
地
の
灯
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

山
茶
花
の
蕾
か
す
か
に
色
付
き
し

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

猫
が
い
て
子
が
い
て
小
豆
干
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

霜
月
や
図
書
館
に
見
る
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

大
根
が
腕
程
に
な
る
日
和
か
な

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

柿
ひ
と
つ
梢
に
残
る
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

落
葉
踏
み
来
る
足
音
や
山
の
径

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
　
石
平

冬
囲
済
み
た
る
宮
居
掃
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

初
猟
の
銃
声
に
犬
走
り
出
し

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

ブ
ナ
一
樹
落
葉
つ
く
し
て
雲
を
掃
く

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

折
々
に
紅
葉
を
隠
し
霧
湧
け
る

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

や
っ
こ
い
（
軟
ら
か
い
）

や
っ
つ
お
こ
ね
え
（
ヤ
リ
ソ
コ
ナ
イ
）

や
が
や
が
と
し
る
（
急
い
で
簡
単
に

す
る
）

や
け
っ
つ
り
（
や
け
ど
）

や
の
こ
と
び
っ
と
こ
い
（
い
や
だ
、

い
や
だ
）

や
め
る
（
痛
む
・
う
ず
く
）

よ
（
湯
（
風
呂
の
湯
・
呑
み
湯
）
）

よ
あ
か
し
（
徹
夜
）

よ
ー
き
が
い
い
（
天
候
が
良
い
）

よ
ぶ
（
歩
く
）

よ
う
ほ
（
手
伝
い
）

よ
て
（
入
浴
用
の
手
拭
い
）

よ
お
と
も
ね
え
こ
と
（
お
せ
っ
か
い
）

よ
こ
ざ
（
横
座
（
炉
の
上
座
）
）

よ
ー
と
も
ね
え
（
く
だ
ら
な
い
・
無

用
）

ら
く
ら
く
し
る
（
の
ん
び
り
す
る
・

安
心
す
る
）

わ
け
っ
ち
ょ
（
分
け
前
）

わ
た
ま
せ
（
家
移
り
）

て
っ
き
（
餅
を
焼
く
足
付
き
の
鉄
製

品
）わ

ら
っ
ち
（
わ
ら
じ
）

わ
り
っ
か
す
（
悪
童
）

ん
ま
げ
だ
（
お
い
し
そ
う
だ
）



う
も
う
も
を
う
さ
う
ゆ
を
ゆ
ち
う
さ
を
う
ち
う
さ
ゆ
む
う
る
う
も
を
も
も
う
さ
ゆ
う
う
も
う
さ
を
う
ら
う
ゆ
ゆ
み
う
も
う
ヤ
ゆ
る
ゆ
も
う
ゆ
ゆ
る
う
も
ゆ
む
ゆ
ゆ

讐
雀
瓢
ー
に
加
え
沌
糖
｛
晶
　
①
㎜

藤
ー
2
ξ
2
ξ
ξ
ー
ξ
ー
ー
総
；
；
ー
も
ー
ー
；
～
｝
ー
；
肇
ー
ー
ー
ー
◆
；
；
ー
ー
；
蔭
ー
～
；
璽
態

　
十
一
月
号
ま
で
「
手
軽
に
で
き
る

ふ
る
さ
と
の
味
」
を
十
五
回
掲
載
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
は
、

「
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
た
い
一
品
」
と

題
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
を
紹
介

し
ま
す
。

　
第
一
回
は
、
十
一
月
八
日
に
総
合

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
韓
国
料
理
教

室
の
な
か
か
ら
、
臼
菜
キ
ム
チ
を
紹

介
し
ま
す
。

　
講
師
は
伊
勢
平
治
の
佐
藤
恵
子
さ

ん
で
、
二
十
二
人
の
方
が
手
ほ
ど
き

を
受
け
ま
し
た
。

自
菜
キ
ム
チ

◆
材臼

菜
大
根

人
参

料

ニ
ラ
と
ネ
ギ

タ
マ
・
不
ギ

ニ
ン
ニ
ク

生
イ
カ

ゆ
る
い
お
か
ゆ

南
蛮
粉

塩味
の
素
、
砂
糖
、

四
個

二
本

二
本

一
束

一
個

二
個

二
杯

一
杯

大
サ
ジ
五
杯

あ
ら
塩

本
だ
し

◆
作
り
方

①
自
菜
の
漬
け
方

．
臼
菜
を
四
つ
切
り
に
し
、
薄
い
塩

　
水
を
作
り
臼
菜
を
通
し
（
葉
に
も

　
軽
く
塩
が
か
か
る
）
軽
く
し
ぼ
り

　
塩
水
を
落
す
。

・
さ
ら
に
、
臼
菜
の
茎
の
と
こ
ろ
に

　
初
霜
程
度
の
（
パ
ラ
パ
ラ
）
塩
を

　
か
け
る
。

．
こ
の
臼
菜
に
重
し
を
し
な
い
で
二

　
～
三
日
置
く
。
そ
う
す
る
と
、
適

　
度
の
塩
で
臼
菜
が
し
ん
な
り
す
る
。

②
キ
ム
チ
の
作
り
方

・
イ
カ
は
皮
を
む
き
、
イ
カ
、
長
ネ

　
ギ
、
ニ
ラ
な
ど
を
細
長
く
切
る
。

　
（
薄
く
1
0
背
炉
程
度
）

・
人
参
、
大
根
は
細
長
く
（
薄
く
1
0

　
搾
炉
程
度
）
切
り
、
水
気
を
切
る

　
た
め
に
塩
小
サ
ジ
一
杯
を
か
け
、

　
か
き
混
ぜ
て
五
分
放
置
す
る
。
そ

　
の
後
水
を
捨
て
る
。

・
ニ
ン
ニ
ク
と
生
姜
は
細
か
く
切
り

　
さ
ら
に
つ
ぶ
す
。

・
タ
マ
ネ
ギ
は
半
分
を
薄
く
輪
切
り

　
に
し
、
半
分
は
す
り
お
ろ
す
。

※
前
記
の
材
料
を
大
き
い
ボ
ー
ル
に

入
れ
る
。

・
本
だ
し
を
入
れ
て
出
し
汁
を
作
る
。

・
そ
こ
に
、
南
蛮
粉
（
大
サ
ジ
五
杯
）

　
＋
塩
（
大
サ
ジ
一
二
杯
）
を
加
え
、

　
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
漬
け
た
臼
菜
と
キ
ム
チ

・
漬
け
た
臼
菜
を
軽
く
し
ぼ
り
、
準

　
備
し
た
キ
ム
チ
を
葉
を
間
に
少
し

　
ず
つ
詰
め
る
。

・
二
～
三
日
す
る
と
食
べ
頃
に
な
る
。

★
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　
臼
菜
は
、
外
側
が
青
く
内
側
が
黄

色
い
臼
菜
を
選
び
、
臼
菜
を
塩
辛
く

漬
け
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
南
蛮
さ
え
あ
れ
ば
以
外
と
簡
単
に

で
き
ま
す
の
で
お
試
し
く
だ
さ
い
。

お
酒
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

　
師
走
に
入
り
、
忘
年
会
の
声
も
あ

ち
こ
ち
で
聞
こ
え
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
年
末
年
始
は
何
か
と
お
酒
を

飲
む
機
会
も
多
い
も
の
。
ま
た
、
寒

い
冬
に
あ
っ
た
か
い
お
な
べ
と
日
本

酒
は
、
お
酒
好
き
の
方
に
は
こ
た
え

ら
え
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　
し
か
し
、
最
近
、
日
本
人
の
ア
ル

コ
ー
ル
摂
取
量
は
み
る
み
る
増
え
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。
今
年
の
酷
暑
の

中
、
ビ
ー
ル
の
消
費
量
は
史
上
最
高

だ
っ
た
と
か
？
楽
し
い
お
酒
は
気
持

ち
を
ほ
ぐ
し
、
陽
気
な
気
分
に
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
一
日
一
～
二
合
程
度

で
あ
れ
ば
、
血
行
も
良
く
な
り
、
食

欲
も
増
し
ま
す
。
上
手
に
飲
め
ば
、

お
酒
も
決
し
て
毒
で
は
な
い
の
で
す

が
、
お
酒
に
飲
ま
れ
て
し
ま
う
よ
う

で
は
大
変
。
自
分
の
酒
量
を
わ
き
ま

え
て
、
楽
し
い
お
酒
を
飲
み
ま
し
ょ

う
。
…
と
は
言
う
も
の
の
、
つ
い
つ

い
周
り
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ
て
、
飲

み
過
ぎ
て
し
ま
う
の
が
こ
の
季
節
で

す
。
二
日
酔
い
は
自
業
自
得
と
は
い

え
、
本
当
に
つ
ら
い
も
の
の
よ
う
で

す
。
そ
の
対
策
法
と
し
て
、
①
水
分

を
ど
ん
ど
ん
飲
む
。
②
ひ
と
つ
ま
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ぎ
ト
つ

の
塩
や
重
曹
を
飲
む
。
③
柑
橘
類
を

多
く
食
べ
る
。
し
か
し
、
な
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
二
日
酔
い
対
策
は
、
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
　
「
反
省
だ
け

な
ら
サ
ル
に
も
で
き
る
。
」
で
も
実
践

す
る
の
は
ア
ナ
タ
で
す
。
ま
た
、
お

酒
に
弱
い
方
は
、
飲
む
前
に
牛
乳
を

飲
む
と
、
胃
か
ら
の
ア
ル
コ
ー
ル
吸

収
を
や
わ
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弱

無
篶
靖
暴
勲
鞠

続
き
ま
す
・
た
ま
に
は
・
楽
し
い
お
翻

酒
で
ス
ト
レ
ス
解
消
を
・
そ
し
て
良
躍

い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

㊧
緯
鶴
霧
凄

断
せ
ず
、
主
治
医
と
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　　ハイッ今臼ば
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聾
感簿璽禁雛

酔
壕
葛
名
葛
葛
葛
毎
審
犠
》
§
犠
転

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

小
林
佳
代
子
9
（
フ
ジ
エ
）
木
島

沢
口
　
五
作
81
（
勇
　
）
下
平
新
田

藤
田
　
ヨ
子
8
6
（
富
　
雄
）
根
　
深

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
ち
あ
き

柳
穀
舳
㌘
峯
校
町

　
　
　
ち
あ
き
成
　
良

水
品
　
千
晶
滋
　
子
長
女
新
町
新
田

　
　
　
あ
や
か
一
生

春
日
　
彩
香
紀
　
子
長
女
中
島
町

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　　一野中西清

く
　
口
　
申

，
刀
　
　
f
不
　
　
f

川
　
か
お
る

村
『
明

田
浩
子

神
社
町

＋
日
町
市
か
ら

坪
山

小
千
谷
市
か
ら

（
n
月
1
日
～
3
0
日
届
け
出
分
）

平
成
六
年
工
業
統
計
調
査
等
に
ご
協
力
を

　
通
産
省
で
は
、
平
成
六
年
十
二
月

三
十
一
日
現
在
で
工
業
統
計
調
査
・

商
鉱
工
業
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調

査
を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
事
業

所
に
は
、
県
か
ら
任
命
を
受
け
た
調

査
員
が
、
本
年
末
か
ら
来
年
一
月
に

か
け
て
調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま
す
。

調
査
の
内
容
は
、
平
成
六
年
一
年
間

　
表
紙
の
写
真

　
十
一
月
は
各
小
学
校
で
就
学
児
の

健
康
診
断
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
春
入
学
す
る
児
童
は
、
千
手
小

三
十
五
人
、
上
野
小
十
八
人
、
橘
小

二
十
三
人
、
仙
田
小
六
人
の
計
八
十

二
人
。
十
年
前
の
昭
和
五
十
九
年
の

入
学
児
童
が
百
四
十
六
人
で
し
た
の

で
、
こ
れ
と
比
較
す
る
と
約
六
割
。

特
に
千
手
小
の
減
少
が
目
立
っ
て
い

の
製
造
業
の
実
態
と
石
油
な
ど
の
消

費
の
実
態
で
す
。

　
調
査
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

千
手
地
区

上
野
地
区

橘
地
区

仙
田
地
区

登滋南市
坂野雲川
正定隆幸
道良三治
　　ハ　　　　
岩野三中
　　　島
瀬口領町
）　）　）　）

ま
す
。
一
ク
ラ
ス
の
編
成
は
三
十
九

人
が
基
本
と
な
る
た
め
、
各
小
学
校

と
も
平
成
七
年
度
の
入
学
児
童
は
一

ク
ラ
ス
編
成
と
な
り
、
当
分
こ
の
状

態
が
続
き
ま
す
。

　
写
真
は
、
上
野
小
学
校
で
の
健
康

診
断
の
模
様
で
、
校
医
の
藤
巻
定
則

先
生
が
、
元
気
な
上
野
っ
子
の
健
康

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
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禽
一
い
さ
な
堰
麗
児
の
劉

〈3年生高橋保弘くん

騰撚難
〉
5
年
生

野
上
奈
津
子
さ
ん

2年生星名千夏さん〉

〈
千
手
小
学
校
丁

、
謝
撚
羅
一

レ
6
年
生

く蓄図㌧、　　　　　、　．、、、，、，＿漂脚「，“マ、＿、造

〈
1
年
生
な
か
じ
ょ
う
ま
な
み
さ
ん

認

灘

幾
　ズー

翰愈

（1月号は上野小学校です）
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